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長の関数 として求められた.実験との比較により,レイ リー 数 とヌッセル ト数との関係が対流
速度 と波長の関数として求められ,実験結果の理論的解釈がなされた｡さらに熱流束に関して




ols〕-- ｡vz'(豊 こ)≧o (1)
のように与えた｡但し,密度 両まいま考慮した｡この式は本質的にグランス ドルフとプリゴジ
ン2)による形式
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(認 )-(諾 )(芸 ),o
対流系における局所エントロピー 生成速度丑
(32)







=吉夢LapXPXa≧0 (α,JC=1,2- ) (33)
のように表わされる｡連結現象がなくて(α,-P),フーリエの熱伝導だけの場合,熱流束Jlは
次のように書かれる.すなわちZ方向に関して





















,～, IflS,,霊 iA2≧?;1■ -. ･- _I :I
これを(19)式を用いて書き血十と









































夏 -言 芸 (芸 )≦0 .､皇讐)
この式に,水平方向-の平均対流速度iyxを掛け垂ぜ 勅
書 -I(霊 ) ち -司 蓋 (慧 )苦 ≦.呂 ′∴ :鮎崇 -2蒜 鉦,(454,
のような時間変化の式になる. 対流系にと毒で不安定な密度に達するまや正教収碧落は放出し
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